
 

 

 

 

 

 

2 0 2 6 年 ９ 月 ３ 日  

東日本旅客鉄道株式会社 

 

勝沼ぶどう郷駅の待合室が変わります！ 

～「電車を待つ場所」から「勝沼の旅をつなぐ場所」へ 第 1弾 コーヒースタンドOPEN～ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 店舗概要                        

店 舗 名： keshiki （ケシキ）    
 
 

事業主体： 一般社団法人ワインツーリズム 
 
 

店舗運営： CRU COFFEE 
 
 

店舗設計： 株式会社 S PLUS ONE建築設計事務所 
 
 

開 業 日： 2026年9月6日（日） 
 
 

営業時間： 11：００～１９：００ 
 
 

販売品目： 自家焙煎のスペシャルティコーヒー、勝沼産ワインなど酒類、軽食ほか 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇東日本旅客鉄道株式会社 山梨事業本部（執行役員 山梨事業本部長：石塚 隆志）は、JR中央本線・

勝沼ぶどう郷駅の待合室を、駅の滞在価値向上と地域の魅力発信を目的として段階的に改良します。 
 

〇山梨県甲州市勝沼エリアは、首都圏から近く電車で気軽に訪れることができ、ぶどう畑が織りなす美

しい景観の中に30を超えるワイナリーが点在する、日本を代表する「ぶどうとワインの産地」です。 
 

〇その玄関口となる「勝沼ぶどう郷駅」にて、旅のはじまりから帰路の余韻までを豊かにし、次の勝沼へ

の旅に繋がるきっかけを生み出します。 
 

〇第１弾として、勝沼に根差し、山梨のカフェ文化を支えるロースターによるコーヒースタンドが開業。 

第２弾として２０２７年春頃、ワインやワイナリーをはじめとする勝沼の魅力や地域情報を発信する空

間の整備を予定しています。 
 

〇本件は 2026年 6月 16日締結の５者（甲州市・東日本旅客鉄道㈱・㈱山梨中央銀行・沿線まるごと

㈱・やまなし地域デザイン㈱）連携協定における「勝沼ぶどう郷駅の観光拠点化」に基づく施策です。 

 

 

【コーヒースタンド外観】 【勝沼ぶどう郷駅からの風景】 



 

【参考】 

■ JR中央本線 勝沼ぶどう郷駅 

勝沼エリアの玄関口として、多くの観光客が利用する拠点駅です。駅周辺にはぶど

う畑が広がり、甲府盆地を望む眺望など、地域の自然景観を象徴する場所に位置して

います。ワイナリーへのアクセス拠点としての役割を担うとともに、観光・交流の起点

として地域の回遊性向上に寄与する交通拠点となっています。 

 
■ 一般社団法人ワインツーリズム 

主に山梨県の峡東三市にて、「ワインツーリズムやまなし」というワイナリーを巡りな

がら地元食材と出会い、歴史・文化を感じ、住民との交流などを通して産地をまるごと

楽しむイベントを企画しています。また、当イベントなどを通し、新たな消費行動を創出

し、持続可能で魅力的な地域づくりを目指しています。 

 
■ CRU COFFEE 

“CRU”とはワイン用語で、その土地の風土が反映された葡萄畑を称して使われていま

す。コーヒーもまた、農家や畑ごとに味わいが異なる農作物。「土着」をテーマに、「多くの

人の生活に根差し、美味しくって楽しいコーヒーを伝えたい」という想いを持っています。 
 

 

 

 

 

 

■ 株式会社 S PLUS ONE建築設計事務所 

勝沼を拠点に、「暮らしが風土になる」を理念とし、持続可能（サステナブル）な枠組みを

超えて自然、環境、地域を再生（リジェネラティブ）するデザイン活動を行なっている地場の

建築設計事務所です。 

なお今回、コーヒースタンドのカウンター部分には、ワイン醸造の過程で生まれる搾りか

す「ワインパミス」を再利用した「テロワールタイル」を採用しています。 
 

（デザイン名：Harvest Dancing /デザイン：Shinji Murakami /共同制作：株式会社 the PIXEL ほか） 

 

 

 

 
 
■ 甲州市勝沼地区を起点とした観光活性化の推進等に関する連携協定 

５者（甲州市・東日本旅客鉄道株式会社・株式会社山梨中央銀行・沿線まるごと株

式会社・やまなし地域デザイン株式会社）がそれぞれの専門性とネットワークを活か

し、交通、金融、地域プロデュース、事業実装といった各分野の機能を連携させ、甲

州市勝沼地区の観光活性化を推進するとともに、勝沼ぶどう郷駅周辺エリアの価値

向上と持続的な発展等を目的に、２０２６年６月１６日に連携協定が締結されました。 
 

-連携協定における実施項目- 

（１）勝沼地区を起点とした甲州市内における観光及び地域の魅力発信 
・首都圏から勝沼地区への送客・情報発信 

・ネットワークを活用した地域資源の掘り起こし 

・地域体験コンテンツ（ツアー）の造成やブランディング 

（２）勝沼ぶどう郷駅建物及び駅周辺遊休資産の利活用検討 
・勝沼ぶどう郷駅の観光拠点化 

（３）勝沼地区及び甲州市内の周遊観光促進に向けた二次交通の改善検討 

（４）地方創生の新事業における新たな資金調達手段の枠組み構築 
  ・地域創生ファンドの組成検討 

 

＊本取組みは連携協定における実施項目（２）勝沼ぶどう郷駅建物及び駅周辺遊休資産の利活用検討（勝

沼ぶどう郷駅の観光拠点化）に基づく施策になります。 
 

 

 

【Harvest Dancingデザイン】 



 

 

 

 

～勝沼エリアへのお出かけに便利な列車・観光情報～ 

■ お出かけに便利な列車 

   9月～11月の以下の期間・列車で、特急かいじ号が、「勝沼ぶどう郷駅」に臨時停車します。 

 

  【下り】 

  ・かいじ ７号 （新宿  8:30発） 9月～11月の土休日 

  ・かいじ１１号 （新宿  9:30発） 9月～11月の毎日 

  ・かいじ１５号 （新宿 10:30発） 9月～11月の土休日 

 

 【上り】  

  ・かいじ３２号 （勝沼ぶどう郷 14:42発） 9月～11月の土休日 

・かいじ３６号 （勝沼ぶどう郷 15:33発） 9月～11月の土休日 

・かいじ４０号 （勝沼ぶどう郷 16:30発） 9月～11月の毎日 

・かいじ４８号 （勝沼ぶどう郷 18:19発） 9月～11月の土休日 

  

■ 山梨ワインを巡る旅をサポートするウェブサイト「Vin De Yamanashi（ヴァン・ド・ヤマナシ）」 

勝沼・塩山エリアを中心に、ワイナリーや周辺の観光・グルメ情報を紹介しています。 

サイト内では、ワイナリーめぐりに最適な交通チケットのほか、甲州市推奨の約 130銘柄・約2万本の 

ワインを一堂に揃えた「甲州市勝沼ぶどうの丘」のワインカーヴ（地下ワイン貯蔵庫）で全てのワインが試飲

できる専用チケット（タートヴァン）がお得に購入できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Vin De Yamanashi】 


